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本
邦
民
間
鉱
業
初
の
海
外
ヲ
ラ
ン
ろ
留
学
生
」

松
江
出
身
の
住
友
別
子
銅
山
・
鉱
山
技
師

目
次

一
,
一
,
'
.
,

念

塩
野
門
之
助

事
績
と
資
料

は
じ
め
に

じ
め

こι

、

松
江
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
語
学
習
な
ど
。

フ
ラ
ン
ス
人
鉱
山
技
師
ラ
ロ
ッ
ク
の
通
訳
。

フ
ラ
ン
ス
留
学
一
(
パ
リ
)

0

フ
ラ
ン
ス
留
学
二
(
サ
ン
ー
テ
テ
ィ
エ
ヌ
鉱
山
学
校
入
学
)

別
子
鉱
山
技
術
長

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
八
号

事
績

六
、
足
尾
銅
山
へ
就
職
。
ベ
ッ
セ
マ
ー
製
銅
の
導
入
。

七
、
別
子
銅
山
再
就
職
。
四
阪
島
製
錬
般
立
に
貢
献
。

資
料

一
九
九
二
年
三
月

田
中
隆
二四

一

、

0

家
譜
(
列
子
録
島
根
県
立
図
書
館
所
越

藏
書
・
鉱
石
及
び
化
石
標
本
・
家
族
及
び
友
人
写
真
(
野
原
家
所
藏
)

海
外
渡
航
証
・
書
籍
等
(
住
友
史
料
館
所
藏
)

お
わ
り
に
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塩
野
門
之
助
事
績
と
資
料
田
中
隆
二

稿
者
の
知
る
限
り
で
は
、
塩
野
門
之
助
に
つ
い
て
最
初
に
ま
と
ま
っ
た
論
考

を
発
表
し
た
の
は
、
矢
部
兵
之
助
氏
で
あ
る
。
そ
の
論
考
は
「
松
江
中
学
の
二

本
松
と
旧
主
塩
野
門
之
助
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
年
九
月
の
著
述
で

あ
る
。
「
矢
部
氏
は
松
江
市
出
身
、
明
治
三
十
九
年
松
江
中
学
卒
、
吾
同
、
東

大
工
科
を
経
て
大
正
二
年
久
原
鉱
業
入
社
、
昭
和
二
0
年
日
本
鉱
業
常
務
」
と

佐
々
木
正
勇
氏
「
鉱
山
技
師
塩
野
門
之
助
(
上
)
」
の
注
(
4
)
に
記
さ
れ

て
し
る

右
の
論
考
を
読
ん
で
分
る
こ
と
だ
が
、
矢
部
氏
は
、
川
田
順
氏
手
記
「
奇
行、

の
技
師
長
」
(
昭
和
二
十
七
条
『
夕
刊
日
本
経
済
』
)
『
足
尾
製
錬
所
沿
革
』

『
古
河
市
兵
衛
翁
傳
』
、
『
別
子
開
坑
二
百
五
十
年
史
話
』
、

『
宰
平
遺
蹟
』
、
小
島
直
記
氏
『
一
一
ツ
ポ
ン
さ
ら
り
ー
ま
ん
外
史
(
昭
和
四
十

年
『
日
本
経
済
新
聞
』
連
載
)
、
羽
間
二
彦
氏
「
企
業
の
森
」
(
昭
和
三
十
九

年
『
日
本
経
済
新
聞
』
連
載
)
を
参
考
と
し
て
い
る
。

吉
岡
守
三
氏
は
昭
和
四
十
四
年
三
月
1
八
月
、
『
島
根
タ
イ
ム
ス
』
に

「
松
江
と
新
居
浜
を
結
ん
だ
塩
野
門
之
助
田
1
四
」
を
連
載
し
た
。
吉
岡
氏

は
、
右
記
矢
部
氏
論
稿
の
ほ
か
は
、
主
と
し
て
『
別
子
開
坑
二
百
五
十
年
史
話
』

を
参
考
と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
吉
岡
守
三
氏
に
は
、
こ
れ
と
は
別
に
、
「
日

本
の
銅
と
塩
野
門
之
助
」
と
題
す
る
稿
本
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
、
昭
和
四
十
五

年
八
月
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
住
友
修
史
室
の
川
崎
英
太
郎
氏
か
ら
塩
野

門
之
助
の
経
歴
書
と
前
記
矢
部
氏
著
述
の
小
冊
子
の
送
付
を
受
け
た
こ
と
、

川

田
順
氏
『
続
住
友
回
想
録
』
、
『
幽
翁
』
、
『
伊
庭
貞
剛
』
な
ど
を
調
査
の
上
、

本
稿
を
も
の
さ
れ
た
こ
と
も
付
一
言
さ
れ
て
い
る
。

右
記
著
作
以
外
で
は
、
川
崎
英
太
郎
氏
「
塩
野
門
之
助
フ
ラ
ン
ス
留
学
時
の

書
簡
に
つ
い
て
」
(
『
住
友
修
史
室
報
第
七
号
』
昭
和
五
十
年
七
月
)
、
佐
々

木
正
勇
氏
「
明
治
期
、
あ
る
技
術
者
の
軌
跡
」
(
住
友
商
事
株
式
会
社
宏
報
室

編
『
住
商
一
ユ
ー
ス
M
袷
特
集
日
本
も
か
つ
て
は
発
展
途
上
国
だ
っ
た
』

住
友
派

一
九
八
五
年
五
月
)
、
同
氏
「
鉱
山
技
師
塩
野
門
之
助
(
占

遣
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
生
 
1
」
(
日
本
大
学
史
学
会
『
史
叢
第
三
十
九
号
』

一
九
八
七
年
七
旦
及
「
同
(
下
)
」
百
本
大
学
史
学
会
『
史
叢
第
四
十

言
巨
一
九
八
八
年
八
月
)
が
あ
る
。

本
稿
は
標
題
の
と
お
り
塩
野
門
之
助
の
事
績
を
明
ら
か
に
し
、
資
料
の
紹
介

と
そ
の
所
在
を
周
知
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
資
料
の
う
ち
、
野
原

家
所
藏
の
も
の
は
、
稿
者
が
遺
族
と
連
絡
を
と
り
、
調
査
さ
せ
て
頂
い
た
も
の

で
あ
る
。
ラ
ロ
ツ
ク
の
写
真
等
は
こ
れ
ま
で
見
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で

あ
る
。
事
績
に
つ
い
て
は
、
稿
者
独
自
の
調
査
は
な
い
。
右
記
各
著
作
を
活
用

さ
せ
て
頂
く
こ
と
を
予
め
お
こ
と
わ
り
し
て
置
く
。

原
田

山
口

四
二

事
績

俊
藏

久
太
郎

小
八
郎

一
、
松
江
に
於
け
る
フ
ラ
ン
ス
語
学
習
な
ど

松
江
に
於
け
る
塩
野
門
之
助
若
年
の
フ
ラ
ン
語
学
習
を
告
げ
る
の
は
、
左
に

掲
げ
る
『
雲
藩
職
制
』
「
付
録
」
の
「
明
治
三
年
御
給
帳
」
の
一
記
事
で
あ

注
住

米
十
二
表

鑛
物
學
修
行

儒
學
修
行

全
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企舎
密
学
修
行

語
学
修
行

人
工航

海
術
修
行

佛
学
修
行
寮
長

職
金
二
十
五
兩

語
学
修
行
寮
長

全語
學
修
行

全語
學
修
行

<
工
幼
少

儒
学
修
行
<
工

劔
術
修
行

金
三
歩

高
橋
基
一

小
林
祖
一

鹽
野
門
之
助

小
川
雪
影

岸
野
眞
次
郎

内
田
珍
之
助

尚
、
桃
裕
行
著
『
松
江
藩
と
洋
学
の
研
究
』
(
『
桃
裕
行
著
作
集
第
六
巻
』

思
文
閣
出
版
一
九
八
九
年
十
一
月
十
八
日
発
行
二
十
一
ペ
ー
ジ
)

こ
よ
、

語
学
修
行
と
は
、
明
治
三
年
藩
が
静
岡
藩
よ
り
招
聰
し
た
二
仏
人
に
就
い
て
、

仏
語
を
修
め
た
者
を
云
ふ
。
二
仏
人
と
は
ワ
レ
ッ
ト
会
干
六
歳
)
ア
レ
キ
サ

ン
ド
ル
(
四
十
逮
で
前
者
は
語
学
、
後
者
は
語
学
医
学
化
学
礦
物
学
を
講
ず

、
 
1
 
(
玲
)

る
外
に
、
ワ
レ
ッ
ト
は
軍
隊
の
調
錬
を
行
ひ
、
従
来
の
英
式
を
仏
式
に
改
め
た

舎
一
年
四
月
十
四
日
著
松
四
年
七
月
三
日
離
松
)
。
こ
の
仏
人
に
ょ
る
語
学
伝
習

の
為
に
、
前
掲
歴
名
に
ょ
れ
ば
、
従
来
の
洋
学
校
書
生
寮
以
外
に
、
仏
学
修
行

寮
が
設
け
ら
れ
た
。
寮
長
は
内
田
・
竹
内
で
あ
っ
た
が
、
後
に
三
村
伊
三
郎

食
)

(
後
の
友
芸
)
が
内
田
に
代
っ
た
。
こ
の
二
仏
人
に
就
い
た
も
の
に
、
右
の

塩
野
門
之
助
(
後
に
住
友
鉱
山
部
長
)
等
の
外
に
落
合
豊
三
郎
(
後
に
陸
軍
中

将
、
文
久
元
年
生
)
・
竹
内
平
太
郎
(
後
に
海
軍
少
将
、
文
久
二
年
生
、
昭
和

八
年
残
)
・
梅
謙
次
郎
(
後
に
法
学
博
士
、
万
延
元
年
生
、
明
治
四
十
三
年
甍
)

、

山
口
半
六
(
後
に
工
学
博
士
、
安
政
五
年
生
、
明
治
三
十
三
年
残
)
・
渋
川
忠

ユ

二
郎
全
昂
氷
元
年
生
)
等
が
あ
っ
た
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
右
の
事
を
証
明
す
る
資
料
は
見
当
ら
な
い
。

矢
部
兵
之
助
氏
「
松
江
中
学
の
二
本
松
と
旧
主
塩
野
門
之
助
」
昭
和
四
十
年

九
月
四
ペ
ー
ジ
に

塩
野
氏
遺
族
の
幼
時
の
記
雫
は
十
五
才
の
時
、
松
平
家
の
給
費
生
と
し

て
仏
国
パ
リ
に
留
学
し
た
と
の
事
だ
か
ら
、
慶
応
三
年
に
当
る
が
、
明
治
末
の

古
新
聞
記
事
に
は
明
治
三
年
以
来
洋
服
で
通
し
、
和
服
を
着
た
事
が
無
い
と
あ

る
か
ら
、
或
い
は
数
え
十
五
才
で
江
戸
表
に
出
で
、
明
治
三
年
パ
リ
行
き
か
も

知
れ
な
い
が
、
恐
ら
く
松
江
の
人
で
バ
リ
に
洋
行
し
た
最
初
の
人
で
は
あ
る
ま

竹
内
平
六

玉
木

戸
田

平
野

高
尾

信
太

永
井

十
之
助

孫
市

鐐
次
郎

鐵
之
丞

鈴
太
郎

払
三
良

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
八
号

四
三

一
九
九
二
年
三
月

)
)
 
0

し
力

と
あ
る
。
た
だ
し
、
巻
末
「
附
言
」
に
は
、

塩
野
氏
の
古
い
家
歴
と
第
一
次
洋
行
の
詳
細
は
未
だ
確
謬
至
ら
ざ
る
も
、

一
先
ず
筆
を
お
く
。

と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
稿
者
も
令
孫
野
原
綾
子
、
井
田
康
子
両
氏
よ
り
、
こ
の

維
新
前
の
塩
野
門
之
助
洋
行
の
話
は
伺
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
証
拠
づ

、
 
4

け
る
資
料
は
未
発
見
で
あ
る
。

注
侶

佐
々
木
正
勇
「
鉱
山
技
師
塩
野
門
之
助
(
上
)
」

こ
よ
、

ι
1
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塩
野
門
之
助
事
績
と
資
料
田
中
隆
二

塩
野
門
之
助
の
動
向
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
「
証
盟
子
修
行
」
を

始
め
た
明
治
三
(
一
八
七
0
)
年
か
ら
四
年
後
の
明
治
七
年
、
門
之
助
二
十
二

歳
の
時
で
あ
る
。

、
 
6

と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
澁
川
忠
二
郎
翁
傳
』

こ
、

ι

君
(
忠
二
郎
の
こ
と
1
稿
者
)
は
長
途
の
辛
酸
を
凌
ぎ
て
恙
な
く
東
京
に

着
し
、
郷
友
鹽
野
門
之
助
氏
に
頼
り
、
幾
ば
く
な
ら
ず
し
て
横
濱
に
赴
き
、
贄

を
高
島
嘉
右
衛
門
氏
主
宰
の
高
島
塾
に
執
る
。

と
あ
る
。
忠
二
郎
が
「
郷
里
松
江
を
出
発
し
て
遊
學
の
途
に
上
り
横
濱
の
高
島

塾
に
入
飽
子
」
し
た
の
は
、
同
書
巻
末
「
澁
川
忠
二
郎
君
年
譜
」
に
ょ
る
と
明
治

六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
右
記
事
に
誤
り
が
な
け
れ
ば
、
塩
野
門
之
助

は
明
治
六
年
に
は
東
京
に
居
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
同
書
に
は
、
「
第
五
章

鹽
野
門
之
助
氏
」
と
い
う
豆
早
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、

鹽
野
氏
は
君
と
郷
關
を
同
ふ
し
た
る
竹
馬
の
友
な
り
、
氏
は
君
に
先
ん
じ
て

東
都
に
遊
學
し
、
佛
蘭
西
語
及
び
鑛
山
學
を
修
め
、
後
住
友
家
に
聰
せ
ら
れ
、

明
治
九
年
同
家
の
命
に
依
り
て
鑛
山
学
研
究
の
為
佛
蘭
西
に
留
學
し
、
同
十
四

年
鄭
朝
後
住
友
本
店
及
別
子
銅
山
に
勤
務
せ
ら
れ
し
が
、
數
年
の
后
辞
職
せ
ら

れ
、
自
然
君
と
の
交
際
も
亦
疎
遠
と
爲
り
た
る
が
如
し
、
而
し
て
氏
は
晩
年
金

澤
及
東
京
に
在
住
せ
ら
れ
、
數
年
前
病
没
せ
ら
れ
た
り
と
い
ふ
。

と
書
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
門
之
助
の
上
京
は
明
治
六
年
以
前
の
こ
と
、
推

測
さ
れ
る
。
現
時
点
で
は
澁
川
忠
二
郎
の
遺
族
と
連
絡
が
と
れ
て
い
な
い
。
そ

の
た
め
、
こ
の
傳
吾
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
人
の
往
復
書
簡
(
原
文
仏
文
)
も

調
査
不
可
能
で
あ
る
し
、
門
之
助
書
簡
の
封
書
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ

う
住
所
等
も
確
尋
き
な
い
。
し
か
し
、
稿
者
が
澁
川
忠
二
郎
の
遺
族
と
接
触

す
る
こ
と
が
で
き
、
『
澁
川
忠
二
郎
翁
傳
』
の
原
資
料
を
つ
ぶ
さ
に
調
査
す
る

四
四

塩
野
門
之
助
が
住
友
E
雇
わ
れ
て
新
居

浜
に
や
っ
て
来
た
の
は
、
明
治
七
(

八

七
四
年
三
月
七
貝
彼
が
二
十
二
歳
の

時
で
あ
る
。
当
時
銅
山
支
配
人
、
後
の
住

友
家
総
理
事
広
瀬
宰
平
が
、
外
国
人
技

師
を
雇
っ
て
銅
山
を
調
査
さ
せ
、
近
代
化

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
澁
川
忠
二
郎
に
つ
い
て
も
も
っ
と
多
く
の
事
を
知
り
得
る

と
同
時
に
、
塩
野
門
之
助
の
明
治
七
年
以
前
の
動
静
も
判
明
す
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
さ
れ
る
。
澁
川
忠
二
郎
の
遺
族
の
所
在
に
つ
い
て
教
示
を
得
た
い
の

^
、
^
に
こ
>
に
^
す
。

ニ
、
フ
ラ
ン
ス
人
鉱
山
技
師
ラ
ロ
ッ
ク
の
通
訳

を
計
ろ
う
と
し
て
、
鉱
山
技
師
・
フ
ラ
ン
人
ブ
リ
ユ
ノ
・
ル
イ
・
一
フ
ロ
ッ
ク

(
則
三
コ
0
 
-
0
三
m
 
一
ン
男
O
C
昆
易
獣
頃
1
易
器
)
を
招
聰
し
、
そ
の
通

訳
と
し
て
門
之
助
を
呼
び
寄
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
令
孫
綾
子
氏
に
ょ
る
と
、
同

じ
頃
山
縣
有
朋
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
授
す
る
よ
う
依
頼
さ
れ
て
い
て
、
家
族
は

そ
の
方
を
選
ぶ
よ
う
望
ん
だ
が
、
門
之
助
は
結
局
住
友
に
一
雇
用
さ
れ
る
方
に
決

め
た
の
だ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
話
の
真
偽
は
と
も
あ
れ
、
門
之
助
は
ラ

ロ
ッ
ク
と
共
に
明
治
七
年
三
月
七
日
別
子
銅
山
に
通
訳
と
し
て
着
任
し
た
。

矢
部
兵
之
助
氏
前
掲
論
稿
「
松
江
中
学
の
二
本
松
と
旧
主
・
塩
野
門
之
助
」

に
ょ
る
と
、
ラ
ロ
ッ
ク
が
伝
馬
船
で
瀬
戸
内
海
を
渡
る
こ
と
を
承
知
し
な
い
の

で
、

住
友
家
で
は
苦
し
い
中
を
一
万
八
千
ド
ル
で
汽
船
一
隻
を
買
っ
て
瀬
戸
内
海

を
渡
る
事
と
し
、
し
か
も
月
給
は
六
百
円
で
契
約
し
た
。
当
時
三
条
太
政
大
臣
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が
八
百
円
で
日
本
一
、
次
は
こ
の
仏
人
技
師
と
岩
倉
右
大
臣
で
、
そ
し
て
住
友

家
一
番
の
月
給
取
り
は
広
瀬
支
配
人
で
百
円
と
い
う
。
か
く
て
明
治
七
年
三
月

支
配
人
は
住
友
主
人
に
従
い
、
銅
山
職
員
二
人
を
連
れ
、
パ
リ
帰
り
の
二
十
二

才
の
青
年
塩
野
門
之
助
氏
を
通
弁
に
傭
っ
て
仏
人
を
大
阪
に
迎
え
、
汽
船
で
内

海
を
渡
り
、
別
子
銅
山
に
案
内
し
た
。

と
あ
る
。

塩
野
門
之
助
の
こ
の
別
子
銅
山
赴
任
条
一
回
)
に
つ
い
て
は
、
木
本
正
次

『
四
阪
島
(
上
)
』
、
『
伊
庭
貞
剛
物
語
』
に
生
彩
あ
る
筆
致
で
描
写
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
か
?
そ
の
専
門
が
日
本
史
研
究
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
塩
野
門
之
助
に
つ
い
て
も
、
最
も
手
堅
い
調
査
を
さ
れ
て

い
る
故
佐
々
木
正
勇
日
本
大
学
教
授
の
前
需
文
「
鉱
山
技
師
塩
野
門
之
助

(
上
)
」
よ
り
、
大
巾
に
引
用
し
て
こ
の
項
を
終
え
る
こ
と
、
す
る
。

彼
(
ラ
ロ
ッ
ク
ー
稿
者
注
)
は
、
明
治
八
年
十
一
月
ま
で
一
年
九
ケ
月
程

別
子
に
在
っ
て
、
別
子
の
改
革
に
係
わ
る
「
別
子
銅
山
目
論
見
声
前
後
二
篇

を
作
成
し
た
0
 
原
題
名
は
、
刈
N
写
0
二
豊
門
一
N
 
ヨ
ヨ
ゆ
ゆ
二
ゆ
井
曾
甜
ヨ
Φ
三

ヨ
小
岳
=
三
如
三
仁
ゆ
ル
ゆ
m
 
ヨ
三
曾
巴
江
ゆ
哥
δ
三
'
イ
N
a
N
、
 
N
ル
今
ゆ
誘
小
紗
一
N
 
ヨ
曾
・

m
号
ン
n
三
三
一
含
旦
ゆ
一
会
ゆ
△
ゆ
 
K
0
オ
0
冨
§
、
ヤ
鍵
一
.
一
異
0
倉
ゆ
、

三
兇
三
ゆ
昌
区
ゆ
m
 
ヨ
冒
ゆ
m
.
(
横
浜
蘭
八
番
館
り
り
エ
ン
タ
ー
ル
会
社
に
派
造

さ
れ
た
、
鉱
山
技
師
エ
ル
・
一
フ
ロ
ッ
ク
に
ょ
る
、
別
子
山
の
鉱
山
及
び
鉱
石
の

冶
金
処
理
に
関
す
る
穀
告
皇
巳
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
内
容
は
、
「
一
、
坑
問

の
施
設
、
す
な
は
ち
坑
道
の
開
掘
に
関
す
る
も
の
、
ニ
、
運
搬
上
の
施
設
、
道

路
の
建
設
お
よ
び
鉄
道
布
設
に
関
す
る
も
の
、
三
、
製
錬
上
の
施
設
、
熔
解
所

の
設
置
お
よ
び
之
に
要
す
る
煉
瓦
製
造
に
関
す
る
も
の
四
採
鉱
上
の
施
設
、

鉱
石
粉
砕
機
そ
の
他
洋
式
新
機
械
器
具
の
整
備
に
関
す
る
も
の
」
の
四
つ
に
分

類
さ
れ
、
中
で
も
、
全
山
の
採
鉱
と
運
搬
を
便
な
ら
し
め
る
東
延
斜
坑
と
新
居

浜
の
惣
開
に
製
錬
所
を
建
設
す
る
計
画
案
が
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

(
W
)

こ
れ
等
は
後
に
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ラ
ロ
ッ
ク
の
別
子
に
お
け

る
調
査
の
報
告
書
の
立
案
中
、
塩
野
は
絶
え
ず
彼
の
身
辺
に
在
っ
て
行
動
を
共

に
し
て
通
訳
の
ほ
か
に
秘
書
的
役
割
を
果
し
た
と
思
わ
れ
る
し
、
「
別
子
銅
山

目
論
見
圭
白
」
の
駅
訳
に
も
多
分
尽
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
一
(
。
ハ
リ
)

前
掲
佐
々
木
論
文
に
ょ
る
と
、
「
ラ
ロ
ッ
ク
は
住
友
と
の
契
約
満
了
の
際
に

引
き
続
き
別
子
に
止
っ
て
調
査
を
継
続
し
た
い
」
旨
を
述
べ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

住
友
側
が
こ
れ
を
断
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
は
『
別
子
開
坑

二
百
五
十
年
史
話
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
右
論
文
で
注
記
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
稿
者
浅
学
に
し
て
同
書
未
見
で
あ
る
。
佐
々
木
氏
の
調
査
を
引
き
続
き

活
用
さ
せ
て
頂
く
。
佐
々
木
氏
前
掲
「
明
治
期
、
あ
る
技
術
者
の
軌
跡
」
で
は

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

明
治
八
年
(
一
八
七
五
年
)
の
秋
も
深
ま
り
、
ラ
ロ
ッ
ク
の
契
約
期
問
が
終

わ
ろ
う
と
す
る
こ
ろ
、
ラ
ロ
ッ
ク
は
住
友
の
厚
遇
の
も
と
、
別
子
銅
山
で
の
継

続
勤
務
を
望
み
、
契
約
の
更
新
を
求
り
彼
を
派
遣
し
た
り
り
エ
ン
タ
ー
ル
商

会
も
そ
れ
を
勧
め
た
。
ま
た
、
同
商
会
は
彼
の
雇
用
継
続
を
条
件
と
し
た
資
本

貸
与
・
共
同
経
営
な
ど
を
申
し
入
れ
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
て
住
友
は
、
ラ
ロ
ッ
ク
の
篤
実
な
人
柄
と
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
.
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
の
功
績
を
一
局
く
評
価
し
な
が
ら
も
、
契
約
の
夏

新
と
商
会
か
ら
の
申
し
入
れ
に
つ
い
て
は
き
っ
ぱ
り
と
断
っ
て
い
る
。
自
主
独

立
の
経
営
を
墨
守
す
る
と
と
も
に
、
西
洋
の
技
術
者
に
比
肩
し
得
る
日
本
人
の

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
八
号

四
五

一
九
九
二
年
三
月
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塩
野
門
之
助
事
績
と
資
料

技
術
者
を
養
成
し
、
日
本
人
の
手
に
ょ
っ
て
ラ
ロ
ッ
ク
の
献
策
を
実
現
し
よ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
大
英
断
に
ょ
り
、
塩
野
門
之
助
と
以
前
か
ら
別
子
に
在
勤
し
て
い
た
増

注
侶

田
妖
造
の
両
名
が
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
住
友
の

固
い
決
意
を
知
っ
た
ラ
ロ
ッ
ク
と
り
り
エ
ン
タ
ー
ル
商
会
は
、
二
人
の
留
学
に

協
力
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
一
民
間
鉱
山
の
非
常
に
若
い
留
学
生
派
遣
と
い

う
決
断
が
、
激
動
の
明
治
初
期
に
な
さ
れ
た
理
由
が
こ
こ
に
あ
っ
た
。

田
中
隆
二

ラ
ロ
ツ
ク
が
フ
ラ
ン
ス
に
帰
っ
た
年
月
日
は
右
需
文
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。

注
田

し
か
し
、
塩
野
・
増
田
両
名
は
、
「
ラ
ロ
ッ
ク
帰
国
直
後
に
、
フ
ラ
ン
ス
へ
留

学
生
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
居
り
、
彼
等
の
横

浜
出
帆
は
明
治
九
(
一
八
七
六
)
年
四
月
十
一
日
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
塩
野

門
之
助
が
広
瀬
宰
平
宛
に
出
し
た
明
治
九
年
四
月
十
九
日
書
簡
で
分
る

苛
・
イ
五
思
"
丁

日
本
 
t
1

泳
市
堰
野
?
助

・
く
す
耳

簑
島
邪
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区
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飛
靜
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永
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ψ
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气

町
,
潛
吹
及
,
ケ
通
行
葎
許
1
"
得
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N
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祈
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く
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、
宅
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゛
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^
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V
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夕
j
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,
し

潅
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加
、
泛
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、

^
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i
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り
,
ガ
愚
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、

^
^
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,
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以
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,
^
^
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U
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山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
八
号

一
、
生
等
愈
今
十
日
乘
込
、
明
十
一
日

午
前
四
時
当
地
出
発
仕
候
。

一
、
舟
賃
之
処
下
等
ハ
遠
旅
難
堪

由
ヒ
シ
ョ
ー
氏
ヨ
リ
モ
申
ス
ニ
付
、
無
余
義

中
等
二
相
定
メ
申
候
不
悪
御
承
諾

被
下
度
奉
願
上
候

不
測
之
大
恩
ヲ
得
今
日
果
而
生
等
ノ
大
望
ヲ

遂
ク
ル
ノ
日
至
リ
、
実
二
雀
躍
出
帆
仕
候
、
此

上
ハ
他
日
業
ヲ
得
ル
ノ
後
帰
朝
、
彼
ノ
大
恩
ノ

万
分
ノ
一
ヲ
報
ゼ
ン
而
己
、
恐
惺
頓
首

塩
野
門
之
助

九
年
四
月
十
日

ⅡE

増
田
好
造
印

一
九
九
二
年
三
月

四
七
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塩
野
門
之
助
事
績
と
資
料

川
崎
英
太
郎
氏
「
塩
野
門
之
助
フ
ラ
ン
ス
留
学
時
の
書
簡
に
つ
い
で
」
よ
り
、

二
人
の
旅
程
を
辿
る
と
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

四
月
十
九
日
付
書
簡
十
一
日
早
朝
午
前
四
時
出
帆
、
舟
賃
下
等
は
遠
旅

堪
え
難
い
こ
と
が
分
り
中
等
に
直
る
。
十
八
日
午
前
八
時
半
香
港
に
着
き
、
ニ

十
日
出
帆
の
予
定
と
あ
る
。

六
月
一
日
付
書
簡
五
月
三
十
一
日
仏
国
「
マ
ル
サ
イ
ユ
」
港
着
、
横
浜

出
発
後
五
一
日
。
印
度
洋
上
機
関
故
障
修
覆
の
た
め
大
風
大
波
の
中
に
漂
流
、

二
十
七
日
到
着
の
予
定
が
三
十
一
日
と
な
る
と
あ
る
。
六
月
一
日
「
。
ハ
リ
ス
府
」

向
け
出
車
。
同
日
付
書
に
英
国
軍
艦
三
0
艘
・
兵
一
万
「
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ー
ル
」
、

「
マ
ル
ト
島
」
等
に
派
遣
、
英
女
王
印
度
女
帝
と
号
す
る
こ
と
を
布
告
な
ど
の

新
聞
記
事
の
添
書
が
あ
る
。

六
月
七
日
付
書
簡
三
日
無
事
パ
リ
ス
府
に
着
く
。
四
日
蘭
八
^
い
、
^
い

掴
圦
子
^
屶
●
^
^
^
^
藹
^
の
社
長
ヒ
ッ
チ
に
面
令
町
暉
な
取
扱
い
を
受

け
る
。
五
日
ラ
ロ
ッ
ク
に
面
会
。
な
お
新
聞
に
ょ
れ
ば
ト
ル
コ
廃
帝
四
日
自
殺

の
よ
し
と
あ
る
。

六
月
十
六
日
付
書
簡
増
田
の
み
諸
鉱
山
見
学
の
の
ち
全
ケ
月
余
の
の

ち
)
帰
国
の
予
定
と
な
る
。
な
お
、
こ
の
日
付
の
書
状
に
「
一
フ
ロ
ク
氏
誠
二
生

ラ
ノ
為
メ
ニ
心
配
致
シ
呉
レ
候
間
御
序
の
節
同
氏
へ
御
礼
状
可
被
下
候
」
と
あ

る
。

六
月
二
十
八
日
付
書
簡
二
十
三
日
蘭
八
よ
り
六
月
分
給
料
受
取
る
。
三

百
五
十
フ
ラ
ン
(
邦
貨
換
算
七
十
円
)
。
同
日
付
書
状
で
増
田
は
七
月
四
日
か

ら
五
日
ご
ろ
「
。
ハ
リ
ス
府
」
出
立
、
り
ヨ
ン
近
辺
の
鉱
山
巡
見
、
三
十
一
日

?
パ
U
り
)

郵
便
船
に
て
「
マ
ル
サ
イ
ユ
」
出
港
帰
国
の
予
定
を
報
じ
て
い
る
。

田
中
隆
二

"
Ⅲ

七
月
十
二
日
付
書
簡
十
日
に
増
田
帰
国
旅
費
並
び
に
両
人
鉱
山
巡
見
費
を

受
取
る
。
こ
れ
に
ょ
り
出
立
を
十
三
日
に
決
し
た
こ
と
。
増
田
は
先
月
中
句
よ

り
病
気
の
よ
し
。

川
崎
氏
前
掲
論
稿
に
は
、
九
年
七
月
十
三
日
付
パ
リ
で
の
書
簡
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
ラ
ロ
ッ
ク
が
別
子
銅
山
の
こ
と
を
帰
国
後
も
忘
れ
て
い
な
い
こ
と
、

ラ
ロ
ッ
ク
が
細
君
と
同
居
す
る
時
は
「
{
夫
二
勉
強
家
」
で
あ
る
こ
と
、
日
本
へ

再
行
の
時
は
妻
を
同
行
し
た
い
と
言
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、
そ
こ
で
報
じ
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
そ
れ
は
再
録
し
な
い
。
関
心
の
あ
る
向
き
は

右
論
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

七
月
二
十
七
日
付
書
簡
増
田
の
病
は
現
実
の
留
学
に
対
す
る
責
任
感
か
ら

の
神
経
症
で
あ
る
こ
と
。
広
瀬
宰
平
よ
り
の
問
合
せ
の
鉱
山
穿
井
(
竪
斜
坑
)

は
日
本
人
の
手
に
負
え
ぬ
と
の
ラ
ロ
ッ
ク
の
意
見
を
伝
え
る
。
ま
た
日
本
の
熔

鉱
技
術
の
粗
な
る
こ
と
を
報
告
。
二
伸
と
し
て
ラ
ロ
ッ
ク
が
「
エ
ス
パ
ニ
ャ
」

の
鉱
山
へ
一
雇
わ
た
半
年
契
約
で
出
立
の
様
子
と
あ
る
。

八
月
六
日
付
書
簡
七
月
三
十
日
仏
国
郵
便
船
「
ア
バ
」
号
に
て
増
田
好
造

「
マ
ル
サ
イ
ユ
」
港
出
帆
。

十
月
二
十
三
日
付
書
簡
八
月
二
十
九
日
付
の
広
瀬
宰
平
の
書
状
は
じ
め
て

四
1

門
之
助
は
好
造
(
一
方
藏
)
が
パ
リ
を
去
っ
た
後
も
引
き
続
き
パ
リ
に
留
ま
り
、

幾
何
学
を
始
め
る
予
定
で
あ
る
と
か
、
留
学
費
が
最
初
の
見
込
み
ょ
り
高
額
に

な
る
た
め
、
広
瀬
に
そ
の
裁
断
を
求
め
た
り
し
て
い
る
。
そ
れ
等
を
す
べ
て
紹

介
す
る
こ
と
は
残
念
な
が
ら
今
回
は
紙
幅
の
都
合
も
あ
っ
て
で
き
な
い
。
あ
と

一
、
二
こ
の
年
の
書
簡
を
、
前
記
川
崎
氏
論
稿
よ
り
摘
記
す
る
に
と
ど
め
る
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届
く
。
ま
た
増
田
よ
り
横
浜
安
着
の
書
状
も
届
く
。
広
瀬
の
書
状
に
ょ
り
増
田

夫
人
難
産
死
去
の
こ
と
を
知
る
。
ま
た
蘭
八
へ
托
し
た
県
下
よ
り
の
書
状
届
く
。

政
治
方
面
に
う
と
く
適
切
な
新
聞
に
つ
い
て
の
報
告
が
出
来
兼
ね
る
こ
と
を
謝

す
。
な
お
又
、
広
瀬
が
心
配
し
た
^
^
に
陥
る
こ
と
な
く
朋
友
を
得
た
こ
と
を

記
す
。十

一
月
十
六
日
書
簡
九
月
二
十
日
付
の
広
瀬
の
書
状
受
領
。
孤
独
の
心
配

な
く
「
人
間
所
至
有
青
山
一
デ
ハ
無
ク
有
二
朋
友
三
テ
全
ク
独
剪
ハ
無
之
」

セ
ー
ミ

き
こ
と
。
ま
た
幾
何
学
の
他
に
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
精
錬
学
講
釈
を
「
聞
キ
毒
昌
こι

出
席
し
て
い
る
こ
と
。

こ
の
あ
と
、
翌
明
治
十
(
一
八
七
七
)
年
一
月
六
日
付
書
簡
で
、
ラ
ロ
ッ
ク

の
再
渡
日
の
希
望
を
告
げ
る
書
簡
ほ
か
、
幾
何
学
の
教
師
を
変
え
る
こ
と
、
書

籍
代
(
精
密
書
・
窮
理
宝
巳
の
こ
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
興
味
を
起
さ
せ
る
も
の

が
あ
る
が
、
そ
の
殆
ど
は
割
愛
し
て
、
サ
ン
ー
テ
テ
ィ
エ
ヌ
鉱
山
学
校
入
学
の

、
士
}

希
望
を
述
べ
て
い
る
も
の
を
抜
き
書
き
し
て
、
こ
の
項
を
終
わ
る
こ
と
と
す
る
。

十
月
十
四
日
付
書
簡
「
来
年
ノ
秋
(
サ
ン
テ
チ
エ
ン
ヌ
)
ノ
鉱
山
学
校
へ

マ
エ
ジ
タ
ク

入
門
仕
ル
積
り
ニ
候
、
其
ノ
下
夕
排
へ
ノ
為
メ
本
月
ヨ
リ
前
仕
度
学
校
へ
入
塾

致
シ
候
、
入
塾
前
、
三
ケ
月
分
ノ
食
料
及
ビ
謝
金
ヲ
先
キ
払
ヒ
ス
ル
規
則
ナ
リ
、

依
而
余
義
ナ
ク
蘭
ハ
ヨ
リ
七
百
五
十
フ
ラ
ン
(
百
五
十
円
)
ノ
金
額
ヲ
受
取
申

(
マ
マ
)

ス
候
」

ロ
ッ
ク
と
意
見
を
異
に
し
、
入
学
の
決
意
の
固
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し

て
、
次
の
引
用
で
分
る
と
お
り
、
志
望
通
り
右
記
学
校
へ
の
入
学
が
実
現
す
る

の
で
あ
る
。

四
九

こ
の
年
は
、
十
月
末
に
熱
病
に
冒
さ
れ
、
半
月
ほ
ど
病
床
に
あ
っ
た
り
、
翌

明
治
十
一
(
一
八
七
八
)
年
の
三
月
に
も
病
気
を
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
七
月

三
十
一
日
の
書
簡
で
は
、
サ
ン
ー
テ
テ
ィ
エ
ヌ
鉱
山
学
校
入
学
に
つ
い
て
、
ラ

八
月
十
一
日
付
書
簡
首
尾
よ
く
鉱
山
学
校
予
備
検
査
(
考
套
合
格
。
ラ

ロ
ッ
ク
と
の
学
事
論
争
に
つ
き
次
の
点
を
弁
明
。
ラ
ロ
ッ
ク
は
塩
野
の
鉱
山
学

校
に
入
校
す
る
の
を
喜
ば
な
い
。
理
由
は
ラ
ロ
ッ
ク
自
身
が
再
び
雇
用
さ
れ
た

い
た
め
で
あ
る
。
ラ
ロ
ッ
ク
は
サ
ン
ー
テ
チ
エ
ン
ヌ
の
学
校
は
石
炭
開
採
の
み

に
あ
り
と
す
る
が
、
こ
れ
は
虚
言
で
あ
る
。
か
の
コ
ワ
ニ
エ
・
ム
ー
シ
エ
両
氏

は
皆
こ
の
サ
ン
ー
テ
チ
エ
ン
ヌ
の
学
校
の
卒
業
者
で
あ
る
。
こ
の
両
氏
が
生
野

に
在
っ
て
そ
の
鉱
業
を
開
発
し
た
こ
と
は
広
瀬
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
、
と
し

て
ラ
ロ
ッ
ク
の
非
を
訴
え
て
い
る
。

書
簡
は
こ
の
あ
と
八
月
二
十
七
日
付
・
九
月
二
十
四
日
付
の
学
費
受
領
を
主

と
し
た
も
の
で
終
っ
て
い
る
。
塩
野
は
サ
ン
ー
テ
チ
エ
ン
ヌ
鉱
山
学
校
で
鉱
山

冶
金
学
を
修
め
、
つ
い
で
実
地
に
つ
き
研
究
を
重
ね
。
明
治
十
四
年
十
二
月
帰

国
し
た
。

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
八
号

一
九
九
二
年
三
月

四
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
二
(
サ
ン
ー
テ
テ
ィ
エ
ヌ
鉱
山
学
校
入
学
)

塩
野
門
之
助
の
サ
ン
ー
テ
テ
ィ
エ
ヌ
鉱
山
学
校
で
の
生
活
や
勉
学
に
つ
い
て

は
、
前
項
で
の
パ
リ
で
の
生
活
の
よ
う
に
、
そ
れ
を
報
じ
た
書
簡
な
ど
が
見
出

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
従
っ
て
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、

前
掲
佐
々
木
正
勇
氏
論
稿
「
鉱
山
技
師
塩
野
門
之
助
(
上
)
」
に
は
、
氏
自

身
渡
仏
し
て
入
手
さ
れ
た
資
祭
収
め
ら
れ
て
居
り
、
他
の
ど
の
よ
う
な
著
述

よ
り
も
こ
の
件
に
つ
ぃ
て
充
実
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
全
面
的
に
右
論
稿
に
依
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塩
野
門
之
助
事
績
と
資
料
田
中
隆
二

拠
し
て
こ
の
項
を
ま
と
め
る
こ
と
と
す
る
。
殆
ど
が
そ
の
労
作
か
ら
の
引
用
で

あ
る
0サ

ン
・
テ
チ
エ
ン
ヌ
は
、
パ
リ
の
南
東
約
五
0
0
加
の
ロ
ア
ー
ル
(
戸
9
え
)

県
の
県
庁
所
在
地
で
、
炭
田
に
近
い
鉱
工
業
都
市
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
鉱
山
学

校
が
開
設
さ
れ
た
の
は
、
一
八
一
六
年
の
こ
と
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
か
っ

て
の
フ
ラ
ン
ス
領
土
内
に
あ
っ
た
二
っ
の
鉱
山
学
校
に
代
る
も
の
と
し
て
で
あ
っ

た
。
正
式
名
称
は
鉱
夫
学
校
局
9
一
Φ
ル
ゆ
m
 
冨
ヨ
ゆ
三
巴
で
あ
っ
て
、
冶
金

.

金
属
加
工
・
機
械
・
炭
鉱
関
係
の
教
育
を
行
い
、
修
業
年
限
は
二
年
で
あ
っ
た
。

こ
の
学
校
は
、
一
八
七
九
年
、
三
年
制
と
な
り
、
名
称
は
一
ハ
ハ
ニ
年
、
鉱
山

一
九
0
八
年
、
国
立
鉱
山
学
校
倫
8
一
ゆ

、

学
校
倫
8
一
ゆ
ユ
吊
冨
ヨ
ゆ
巴

ι

Z
N
号
旦
Φ
号
冨
ヨ
ゆ
巴
に
、
一
九
二
五
年
、
国
立
一
局
等
鉱
山
学
校
倫
8
一
ゆ

Z
鉾
一
0
旦
ゆ
仂
仁
で
曾
一
ゆ
号
ゆ
△
朋
冨
三
ゆ
巴
に
、
そ
れ
ぞ
れ
変
更
さ
れ
て
現
在

に
至
り
、
パ
リ
、
ナ
ン
シ
ー
の
国
立
高
等
鉱
山
学
校
と
共
に
三
姉
妹
校
の
一
っ

で
あ
っ
て
、
 
9
谷
ユ
露
浮
0
一
吊
の
一
つ
で
も
あ
る
。
卒
業
生
に
は
、
水
カ
タ
ー

ビ
ン
の
発
明
者
フ
ル
ネ
イ
ロ
ン
今
0
仁
ヨ
a
§
)
や
化
学
者
と
し
て
近
代
農

学
を
創
始
し
、
鋳
鉄
・
鋼
の
中
の
碓
素
の
存
在
の
発
見
者
で
も
あ
っ
た
ブ
ー
セ

ン
ゴ
ー
ル
(
如
0
=
誘
三
鴇
仁
=
)
な
ど
の
著
名
人
が
居
り
、
前
に
述
べ
た
よ
う

に
コ
ワ
ニ
モ
セ
ボ
ー
ス
、
ム
ー
シ
エ
、
オ
ジ
エ
ー
等
技
師
と
し
て
日
本
の
鉱

(
W
)

山
に
赴
任
し
た
者
も
居
た
の
で
あ
っ
た
。
中
略

塩
野
は
、
一
八
七
八
(
明
治
十
こ
年
十
貝
当
時
サ
ン
・
一
プ
チ
エ
ン
ヌ
の

シ
ャ
ン
ト
グ
リ
エ
(
9
曾
ξ
三
忠
)
に
あ
っ
た
学
校
に
留
学
生
(
爲
く
ゆ
中

§
兇
門
)
と
し
て
入
学
し
た
。
二
六
歳
の
彼
は
生
徒
の
中
で
は
最
も
年
長
の

方
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
塩
野
の
在
学
中
の
校
長
は
、
主
任
技
師
(
ヨ
兇
三
,

舎
誘
舎
δ
ミ
)
の
肩
書
を
持
っ
カ
ス
テ
ル
(
9
如
↓
曾
)
で
、
教
授
(
ヤ
3
'

(
マ
マ
)
(
マ
?
)

{
Φ
誘
Φ
賃
)
は
、
ミ
ユ
ル
ジ
(
百
牙
禽
く
)
、
ゴ
ン
チ
エ
(
8
Z
↓
婁
男
)

、

べ
り
工
(
需
喬
男
一
男
)
の
三
人
、
他
に
復
習
教
師
(
忍
兄
ヨ
ゆ
長
)

ル

.

と
し
て
、
グ
ラ
ン
デ
ユ
リ
(
0
謬
Z
マ
崗
d
毘
)
と
バ
ル
リ
エ
(
里
え
o
d
・

三
男
)
の
二
人
が
居
り
、
こ
の
両
者
は
サ
ン
・
テ
チ
エ
ン
ヌ
鉱
山
学
校
の
先

露
)

輩
で
、
学
制
改
革
後
の
一
八
八
三
年
に
は
教
授
に
昇
格
し
て
ぃ
る
。
中
略

上
掲
学
籍
簿
は
、
佐
々
木
氏
が
サ

早
セ

,
.
一
一
゛

び
貞

ン
ー
テ
テ
ィ
ヌ
を
訪
れ
て
入
手
さ
れ

よ
き

主
畢

一
.
"
゛

噐

た
も
の
で
、
手
書
の
原
簿
は
「
明
治

聯回
一
●

り
二

期
、
あ
る
技
術
者
の
軌
跡
」
か
ら
、

二
嘉

ー
ニ

U
-

"
.

助
に
の
艶

鴇
撚

活
字
の
方
は
「
鉱
山
技
師
塩
野
門

丘
ご

血
,
童
、
、

,

之
助
(
上
)
か
ら
転
載
し
た
。

翁
)

彼
の
学
籍
簿
に
ょ
れ
ば
、
第
一
年
次
、
一
八
七
八
1
七
九
年
度
は
、
三
学

期
に
分
か
れ
て
い
て
、
毎
学
期
毎
に
試
験
局
蓋
ヨ
曾
罵
ミ
ゆ
一
)
が
あ
り
、

最
後
に
学
年
試
験
(
圃
X
§
含
m
如
曾
曾
讐
X
)
が
あ
る
。
塩
野
は
病
気
で
も
し

た
た
め
か
、
三
学
期
の
試
験
を
受
け
て
い
な
い
が
、
学
年
試
験
の
結
果
上
級

コ
ー
ス
(
一
Φ
m
 
8
立
誘
ル
Φ
一
N
 
島
ぐ
一
m
-
0
コ
 
m
仁
で
曾
一
ゆ
兵
ゆ
)
へ
の
進
級
を
許
さ
れ

た
。
第
二
年
次
、
一
八
七
九
1
八
0
年
度
も
、
同
様
に
三
回
の
学
期
試
験
と

学
年
試
験
を
経
て
、
最
後
に
免
状
(
如
岳
ぐ
ゆ
一
)
取
得
試
験
の
受
験
を
許
可
さ

れ
、
第
二
級
(
N
.
 
9
器
器
)
で
及
第
し
て
い
る
。
修
業
年
限
二
年
間
に
八
回

(
制
度
上
は
九
回
)
の
試
験
を
受
け
て
卒
業
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
同
期
生
は

二
七
名
で
、
彼
等
の
進
路
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
す
る
各
地
の
鉱
山
技
師

.

士
木
技
師
!
王
任
技
師
・
鉱
山
長
等
で
あ
っ
た
。
な
お
、
卒
業
生
名
簿
に
塩
野

の
名
が
掲
げ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
卒
業
後
に
同
窓
会
と
の
交
流
が
な
か
っ
た
の

(
迎

か
、
経
歴
・
職
業
等
の
記
事
を
欠
い
て
い
る
。
中
略

五
0

ー'^ーー"゛^^^^ー"
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塩
野
門
之
助
は
、
学
校
卒
業
後
鉱
山
の
実
地
に
つ
い
て
修
業
を
重
ね
、
卒

(
迎

業
の
翌
年
明
治
十
四
(
一
八
八
こ
年
十
二
月
に
帰
朝
し
た
。
彼
は
二
九
歳
に

な
っ
て
い
た
。
五
年
ハ
ケ
月
に
及
ぶ
留
学
生
活
に
、
住
友
が
投
じ
た
費
用
は
、

六
千
円
に
上
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
ラ
ロ
ッ
ク
の
月
給
(
洋
銀

推
定
五

六
0
0
弗
)
に
比
す
れ
ば
、
外
国
人
雇
傭
の
場
合
の
月
給
八
1
一
 
0
か
月
分

で
あ
っ
た
と
も
い
ぇ
る
。
と
も
か
く
、
一
民
間
企
業
が
多
額
の
投
資
を
し
た
こ

と
に
ょ
っ
て
、
漸
く
外
国
人
に
頼
ら
な
く
て
も
良
い
、
自
前
の
技
術
者
を
養
成

(
続
く
)

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

五
、
別
子
鉱
山
技
術
長

『
住
友
別
子
鉱
山
史
』
に
ょ
る
と
、
明
治
十
四
(
一
八
八
 
J
 
年
十
二
月
、

塩
野
門
之
助
は
約
五
か
年
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
か
ら
帰
国
し
、
翌
十
五
年
二
月
四

そ
、
ワ
゛
ひ
ら
き

日
、
重
任
局
詰
の
技
術
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
新
居
張
開
の
洋
式
製
錬
所
建
設
を

一
手
に
任
せ
ら
れ
た
。

彼
(
門
之
助
1
稿
者
注
)
は
、
今
後
の
新
居
浜
製
錬
所
の
完
成
を
見
越
し

て
、
鉱
石
不
足
が
生
じ
な
い
よ
う
に
採
鉱
法
を
改
良
し
て
採
鉱
量
を
増
加
さ
せ

る
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
鉱
石
を
新
居
浜
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
運
搬
で
き
る
よ
う
第

一
通
洞
を
早
期
着
工
す
る
こ
と
、
そ
の
掘
さ
く
進
度
を
早
め
る
た
め
さ
く
岩
機

(
2
)

を
採
用
す
る
こ
と
な
ど
を
強
力
に
上
申
し
た
。
こ
う
し
て
、
明
治
十
四
年
八
月

の
重
役
会
議
に
お
い
て
陰
さ
れ
た
第
二
次
起
業
計
画
の
逓
減
は
、
こ
の
塩
野

.

金
矢
の
上
申
に
ょ
っ
て
見
直
さ
れ
、
十
四
年
末
か
ら
十
五
年
に
か
け
て
①
立
川

道
隱
道
(
第
一
通
洞
)
の
開
さ
く
、
②
東
延
斜
坑
連
絡
の
横
支
坑
道
開
さ
く
、

③
東
延
坑
西
左
本
お
ち
の
「
東
延
新
舗
」
坑
)
の
堀
下
げ
が
積
極
的
に
開
始

さ
れ
、
逆
に
④
天
満
坑
の
採
掘
と
そ
の
鉱
石
の
代
々
坑
搬
出
⑤
高
橋
熔
鉱
炉

と
焼
鉱
窯
の
増
築
⑥
別
子
吹
方
に
三
番
吹
炉
の
三
軒
新
築
⑦
諸
炭
方
木
炭

運
送
の
活
性
化
協
議
、
お
よ
び
士
佐
炭
宿
運
搬
道
の
開
発
な
ど
は
廃
止
も
し
く

砺

は
延
期
さ
れ
た
の
で
あ
る

建
設
願
明
治
十
五
年
(
一
八
八
こ
九
月
十
貝
塩
野
門
之
助
技
手
(
技

手
が
正
式
職
名
で
あ
る
が
、
以
下
便
宜
上
技
師
と
呼
称
す
る
)
は
新
居
浜
浦
の

惣
右
衛
門
新
田
に
て
小
高
炉
試
験
お
よ
び
関
連
設
備
の
建
設
を
命
じ
ら
れ
、

十
一
月
十
一
日
新
居
浜
へ
下
り
て
そ
の
設
計
に
取
り
か
か
っ
た
。
塩
野
に
す
れ

ば
、
明
治
九
年
フ
ラ
ン
ス
留
学
以
来
心
に
温
め
て
い
た
洋
式
製
錬
所
建
設
が
い

荘
W

よ
い
よ
実
施
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
す
べ
て
は
必
ず
し
も
門
之
助
の
考
え
る
通
り
に
は
な
ら
ず
、
明
治

十
八
年
(
一
八
八
五
十
月
九
貝
「
惣
開
未
来
ノ
計
画
上
二
付
キ
伺
」
と
題

す
る
上
申
書
を
重
任
分
局
に
提
出
し
た
り
、
明
治
十
九
年
六
月
に
は
、
ス
ペ
イ

ン
・
ア
メ
リ
カ
な
ど
欧
米
へ
自
費
視
察
に
出
か
け
さ
え
し
た
が
、
次
の
引
用
で

判
明
す
る
よ
う
に
、
彼
の
思
っ
通
り
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
八
号

一
九
九
二
年
三
月

塩
野
技
師
の
構
想
明
治
二
十
年
(
一
八
八
七
)
六
月
欧
米
出
張
か
ら
帰

国
し
た
塩
野
技
師
は
、
諸
鉱
山
の
買
収
を
知
っ
て
改
め
て
、
十
八
年
に
主
張
し

た
中
央
製
錬
所
構
想
を
実
現
す
る
必
要
性
を
痛
感
し
た
。
そ
こ
で
、
同
月
新
居

モ
う
び
.
り
き

浜
築
港
・
山
根
製
錬
所
の
合
併
を
含
め
た
惣
開
製
錬
所
の
将
来
計
画
を
広
瀬
総

理
人
に
上
申
し
た
が
、
意
見
が
い
れ
ら
れ
ず
同
月
十
九
日
付
で
辞
任
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
辞
任
に
際
し
て
彼
は
、
欧
米
で
の
視
察
を
踏
ま
え
て
「
惣
開
新
田

(
H
)

出
張
所
事
業
業
施
行
ノ
目
的
」
と
題
す
る
意
見
書
を
作
成
し
、
惣
開
所
員

五
一

〔320〕



塩
野
門
之
助
事
績
と
資
料
田
中
隆
二

と
討
論
審
議
し
た
。
そ
の
結
果
塩
野
は
「
試
験
吹
ハ
殆
卜
完
結
セ
シ
ヲ
信
ス

ル
カ
故
二
、
爾
今
試
験
ノ
名
儀
ヲ
返
還
シ
、
営
業
二
移
ル
ヲ
要
ス
」
と
述
べ
、

彼
ら
に
次
の
よ
う
な
方
針
を
与
え
て
別
子
を
去
っ
た
。

そ
の
方
針
は
五
っ
、
二
番
目
に
べ
ッ
セ
マ
ー
炉
の
採
用
な
ど
が
指
示
さ
れ
て

い
る
が
、
本
稿
で
は
省
略
す
る
。

つ
ま
ぴ

塩
野
門
之
助
が
い
つ
結
婚
し
た
の
か
詳
ら
か
で
な
い
が
、
矢
部
兵
之
助
氏
に

よ
る
と
、
「
そ
の
頃
(
住
友
別
子
銅
山
技
師
長
時
代
1
稿
者
注
)
、
松
江
の

士
族
本
郷
家
か
ら
妻
を
迎
え
、
そ
の
后
一
男
一
女
を
得
だ
。
」

六
、
足
尾
銅
山
へ
就
職
。
ベ
ッ
セ
マ
ー
製
銅
の
導
入

佐
々
木
正
勇
氏
に
ょ
る
と
、
「
別
子
を
退
任
し
た
塩
野
は
、
上
京
中
に
福
岡

健
良
(
の
ち
に
古
河
の
二
等
支
配
人
)
の
勧
誘
で
足
尾
銅
山
へ
就
職
し
た
。
明

任
功

治
二
十
年
十
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
」

「
し
か
し
、
足
尾
の
鉱
長
・
木
村
長
兵
衛
と
塩
野
門
之
助
の
意
見
は
衝
突
し
、

臣
)

門
之
助
は
、
「
明
治
二
十
一
年
四
月
、
足
尾
を
退
山
し
た
の
で
あ
っ
た
。
中

略
塩
野
の
退
山
後
間
も
な
く
の
四
月
二
十
六
貝
木
村
長
兵
衛
は
急
病
に
ょ
っ

て
世
を
去
っ
た
が
、
そ
の
後
を
継
い
だ
木
村
長
七
に
ょ
り
、
塩
野
は
同
二
十
一

兪
)

年
秋
、
再
び
足
尾
へ
招
ね
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
塩
野
は
、
明
治
十
八
年
七
月

の
旧
坑
取
り
明
け
以
来
発
展
の
途
上
に
あ
っ
た
小
滝
坑
に
配
属
さ
れ
、
製
錬
部

門
の
改
革
に
当
っ
た
。
中
略
水
套
式
角
形
熔
鉱
炉
が
建
設
さ
れ
た
明
治
二

十
三
年
の
頃
、
塩
野
の
関
心
は
「
選
鉱
」
と
「
べ
ッ
セ
マ
ー
製
銅
」
に
向
け
ら

れ
て
い
た
模
様
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
関
す
る
所
論
を
『
日
本
鉱
業
会
誌
』
に
寄

在
唱

稿
し
て
い
る
。
」

ベ
ッ
セ
マ
ー
法
は
元
来
イ
ギ
リ
ス
人
へ
ン
リ
ー
・
ベ
ッ
セ
マ
ー
が
一
八
五
五

年
に
発
明
し
た
製
鋼
法
で
、
熔
融
状
態
の
銑
鉄
を
転
炉
に
装
入
し
、
底
部
か
ら

一
定
気
圧
の
風
を
吹
き
送
り
、
銑
鉄
含
有
の
不
純
物
を
燃
焼
さ
せ
て
鋼
津
と
し

て
除
去
し
、
銑
鉄
を
鋼
と
す
る
方
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
製
銅
用
と
し
た
も
の

、
荘
股

に
塩
野
の
関
心
が
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
が
。
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
明
治
二

十
五
年
、
塩
野
は
製
錬
課
長
と
な
り
、
ベ
ッ
セ
マ
ー
製
銅
の
準
備
を
進
め
た
。

明
治
二
十
八
年
、
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
に
お
い
て
、
古
河
市
兵
衛
は
、

「
鋭
意
鉱
業
全
般
の
改
良
進
歩
を
図
り
、
率
先
し
て
電
力
の
応
用
を
拡
め
、
又

奮
っ
て
べ
ス
マ
ー
ル
製
銅
の
業
を
起
し
、
産
額
年
を
逐
ふ
て
著
し
く
増
加
し
、

マ
マ

殆
ん
ど
全
国
産
額
の
三
分
の
一
を
占
め
、
販
路
遠
く
海
外
に
及
ぶ
」
と
い
う
理

由
で
名
誉
金
牒
を
授
与
さ
れ
、
足
尾
銅
山
の
責
任
者
木
村
長
七
と
べ
ッ
セ
マ
ー

凾
)

製
銅
を
始
め
た
塩
野
門
之
助
は
協
賛
賞
を
授
け
ら
れ
た
。
一
方
、
明
治
二
十
三

年
頃
か
ら
足
尾
の
鉱
毒
問
題
が
起
り
次
第
に
激
化
し
て
行
く
の
で
あ
っ
た
が
、

塩
野
は
明
治
二
十
七
年
十
月
、
新
製
錬
法
が
緒
に
つ
い
た
頃
に
辞
任
し
て
足
尾

飼
)

を
退
山
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ゞ
、肌

、

/

焦

五
二

ず

上
掲
は
イ
ギ
リ
ス
人
へ
ン
リ
ー
・
ベ
ッ
セ

マ
ー
の
写
真
と
思
わ
れ
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

裏
面
に
「
故
サ
ル
(
サ
ー
)
、
ヘ
ン
リ
ー

ベ
ッ
セ
マ
ー
氏
之
肖
像
呈
塩
野
學
兄
梧
右

劣
弟
鈴
木
馬
左
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

野
原
家
所
藏
で
あ
る
。
前
掲
佐
々
木
正
勇
氏

「
鉱
山
技
師
塩
野
門
之
助
(
下
)
」
に
、
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ふ
,
÷
は
古
川
市
兵
衛
の
肖
像
と
伝
え
聞
い
て
い
る
が

小
小

＼
、
発
一
一
リ
確
ミ
を
要
す
る

一
マ
イ
ン
ま
た
、
こ
の
足
尾
時
に
、
先
に
言
及
し
た
本

ー
ー
ー
、
ー
じ
、
＼
郷
家
か
ら
迎
え
た
妻
女
チ
カ
?
と
長
見
理
を
失
っ

f
、
、
て
い
る
。
矢
部
兵
之
助
氏
前
掲
論
考
に
ょ
る
と

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

斯
く
し
て
塩
野
氏
は
八
年
間
に
亘
る
足
尾
時
代
に
は
、
日
本
の
銅
製
錬
法
を

革
新
し
、
輝
や
か
し
い
業
績
を
あ
げ
ら
れ
た
が
、
反
面
山
津
波
で
息
子
を
失
い
、

.

.

続
い
て
夫
人
を
失
う
な
ど
の
不
幸
に
も
遭
遇
さ
れ
冠
。

上
掲
写
真
は
野
原
家
所
藏
の
も
の
で
、
家
人

七
、
別
子
銅
山
再
就
職
。
四
阪
島
製
錬
所
登
に
貢
献
。

『
住
友
別
子
銅
山
史
(
上
)
』
に
は
、
塩
野
門
之
助
再
雇
用
に
つ
い
て

(
前
略
)
伊
庭
別
子
支
配
人
は
煙
害
問
題
で
紛
争
が
生
ず
る
の
は
、
経
営
者

側
に
「
徳
」
が
な
い
か
ら
で
あ
り
、
煙
害
補
償
だ
け
で
は
根
本
的
解
決
に
は
な

ら
な
い
と
考
え
、
新
居
浜
製
錬
所
の
全
面
的
移
転
を
検
討
し
、
明
治
二
十
八
年

一
月
七
貝
か
ね
て
か
ら
再
雇
用
を
希
望
し
て
い
た
前
足
尾
鉱
山
製
錬
課
長
の

塩
野
門
之
助
を
等
内
一
級
の
高
待
遇
で
雇
い
入
れ
た
う
え
、
候
補
地
の
検
討
に

し
さ
か
じ
ま

入
り
、
よ
う
や
く
、
同
年
十
一
月
二
十
日
瀬
戸
内
海
の
孤
島
四
阪
島
を
適
地
と

考
え
、
八
一
町
歩
余
を
九
三
0
0
円
余
で
購
入
し
た
。
(
後
略
↓

と
記
し
て
い
る
。
更
に
、
同
書
四
八
七
1
四
ハ
ハ
ペ
ー
ジ
で
は
左
記
の
通
り
、

よ
り
詳
細
に
報
じ
て
い
る
。

明
治
二
十
八
年
(
一
八
九
五
)
一
月
以
来
、
塩
野
は
わ
が
国
の
べ
ッ
セ
マ
ー

法
(
酸
性
転
炉
錬
銅
)
の
創
始
者
と
し
て
、
同
炉
を
採
用
す
る
べ
く
尽
力
し
て

い
た
。
ベ
ッ
セ
マ
ー
炉
と
は
、
本
来
イ
ギ
リ
ス
人
べ
ッ
セ
マ
ー
(
哥
誘
Φ
ヨ
円
)

が

八
五
六
年
(
{
女
政
三
年
)
に
製
鉄
用
と
し
て
発
明
し
た
転
炉
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
一
八
八
三
年
(
明
治
十
六
年
)
フ
ラ
ン
ス
人
マ
ン
ネ
ス
が
銅
製
錬
に
応

用
し
て
成
功
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
略

塩
野
は
、
マ
ン
ネ
ス
の
同
学
(
サ
ン
テ
チ
エ
ン
ヌ
鉱
山
学
校
)
の
後
輩
で
あ

り
、
ベ
ッ
セ
マ
ー
炉
採
用
に
は
並
々
な
ら
ぬ
意
欲
が
あ
り
、
明
治
十
九
年
六
月

そ
う
ぴ
ら
き

二
十
日
、
新
居
浜
惣
開
製
錬
所
で
べ
ッ
セ
マ
ー
炉
の
試
験
を
実
施
し
よ
う
と
し

た
が
、
翌
二
十
年
六
月
住
友
を
や
む
を
得
な
い
事
情
で
辞
職
し
た
た
め
実
現
し

な
か
っ
た
。
明
治
二
十
一
年
塩
野
は
古
河
家
の
足
尾
銅
山
に
就
職
し
、
二
十
四

年
二
月
ア
メ
リ
カ
の
パ
ロ
ッ
ト
製
錬
所
で
べ
ッ
セ
マ
ー
炉
を
視
察
研
究
し
た
結

果
二
十
六
年
五
月
わ
が
国
最
初
の
べ
ッ
セ
マ
ー
炉
を
足
尾
鉱
山
で
完
成
し
た
。

そ
こ
で
、
塩
野
は
住
友
の
伊
庭
本
店
支
配
人
に
、
当
初
か
ら
の
念
願
で
あ
っ
た

別
子
鉱
山
で
べ
ッ
セ
マ
ー
炉
を
実
用
化
し
た
い
と
、
別
子
帰
山
を
希
望
す
る
書

状
を
送
っ
た
。
明
治
二
十
八
年
一
月
別
子
に
帰
山
し
た
塩
野
は
、
鋭
意
べ
ツ
セ

し
さ
か
じ
ま

マ
ー
炉
の
実
用
化
に
努
力
し
た
が
、
新
居
浜
製
錬
所
の
四
阪
島
移
転
に
ょ
る
資

金
不
足
と
、
ベ
ッ
セ
マ
ー
炉
に
適
合
す
る
稠
密
鍍
の
製
出
が
困
難
な
た
め
、
今

後
と
も
研
究
は
継
続
す
る
が
、
と
り
あ
え
ず
間
吹
法
と
べ
ッ
セ
マ
ー
法
を
折
衷

あ
て
ボ
き

し
た
「
当
吹
炉
」
を
開
発
し
て
、
三
十
二
年
か
ら
操
業
を
開
始
し
た
。

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
八
号

一
九
九
二
年
三
月

五
三

矢
部
兵
之
助
氏
前
論
考
で
は
、
当
時
の
門
之
助
の
働
き
ぶ
り
に
つ
い
て
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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塩
野
門
之
助
事
績
と
資
料

「
元
住
友
重
役
と
い
う
よ
り
歌
人
と
し
て
有
名
な
川
田
順
氏
の
手
記
(
昭
和
二

十
七
年
末
夕
刊
日
本
経
済
)
「
奇
行
の
技
師
長
」
に
ょ
る
と
」
、
「
彼
琉

野
技
師
長
)
は
明
治
九
年
に
住
友
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
た
と
い
う
か
ら
、

技
術
界
の
大
先
輩
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
彼
は
巨
大
の
新
設
備
を
大
胆
に
設

計
し
た
、
ま
た
同
時
に
新
居
浜
の
築
港
を
立
案
し
た
け
れ
ど
も
、
規
模
が
大
き

す
ぎ
て
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
大
胆
で
あ
っ
た
と
共
に
細
心
で
も
あ
っ
た
彼
は
、

島
の
船
着
場
の
位
置
を
決
定
す
る
た
め
に
、
荒
天
の
日
は
必
ず
対
岸
の
今
治
に

赴
き
、
そ
こ
の
岸
頭
に
か
が
ん
で
風
浪
を
凝
視
し
た
。
ま
た
日
々
の
風
向
き
を

知
る
た
め
に
島
端
の
小
丘
に
腰
を
お
ろ
し
、
日
の
暮
れ
る
の
も
知
ら
な
か
っ
た

い
つ
し
か
こ
の
地
宗
「
日
暮
」
(
ひ
ぐ
ら
し
)
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

、

注
器

0

木
本
正
次
氏
『
四
阪
島
(
上
)
』
、
『
伊
庭
貞
剛
物
語
』
に
は
塩
野
の
女

注
叫

て
い
る
。
し
か
し
、
令
孫
井
田
康
子
氏
は
そ

性
関
係
に
ま
つ
わ
る
悲
話
が
載
っ

の
こ
と
は
知
っ
て
居
ら
れ
ず
、
創
作
部
分
か
も
わ
か
ら
な
い
。
著
者
に
問
い
合

わ
せ
て
い
な
い
の
で
、
後
日
解
明
の
課
題
と
し
た
い
。

田
中
隆
二

年
一
月
本
格
的
に
操
業
を
開
始
し
た
。
塩
野
門
之
助
は
同
年
十
二
月
三
十
一
日

「
四
阪
島
製
錬
所
落
成
二
付
依
頼
解
雇
ス
」
と
い
う
こ
と
で
、
新
居
浜
を
去
っ

た
。
川
崎
英
太
郎
氏
よ
り
提
供
さ
れ
た
写
し
に
は
、
同
じ
日
付
で
そ
の
あ
と
次

の
記
載
が
あ
る
。

1

五
四

二

、
▼

七
ぢ
 
Y
 
'
,
.
私

、

の
部
に
掲
げ
る
写
真
と
共
に
、
野
原
家
よ
り
稿
者
が
拝
借
し
複
写
し
た
も
の
で

あ
る
。
尚
、
四
阪
島
製
錬
所
の
工
事
は
十
二
月
に
す
べ
て
竣
工
し
、
ぎ
十
八

上
掲
写
真
は
右
記
矢
部
氏
論
考
十
一
ペ
ー

ジ
に
、
「
明
治
二
十
九
年
三
月
(
四
十
四

才
)
西
津
田
の
士
族
熱
田
家
か
ら
芳
紀
十

八
才
の
麗
人
を
后
妻
に
迎
え
、
羨
望
の
的

と
な
っ
た
。
全
年
末
女
子
を
、
ま
た
翌
々

年
男
子
を
得
た
。
」
と
記
さ
れ
て
ぃ
る
美

人
の
後
妻
で
、
マ
サ
さ
ん
で
あ
る
。
資
料

佐
々
木
正
勇
氏
「
鉱
山
技
師
塩
野
門
之
助
(
下
)
」
に
ょ
る
と
、
明
治
三

十
九
年
四
月
現
在
の
住
所
は
「
東
京
市
下
谷
区
中
根
岸
五
壱
番
地
」
で
あ
っ
た

明
治
四
十
一
年
ま
で
の
間
に
「
東
京
市
小
石
川
区
高
田
老
松
町
六
一
番
地

゛
)
、

力に
永
住
の
家
を
新
築
し
」
、
そ
こ
で
昭
和
八
年
七
月
、
八
十
一
歳
で
亡
く
な
っ

て
い
る
。
そ
の
家
は
、
現
在
は
「
東
京
都
文
京
区
目
白
台
三
ー
ハ
ー
十
六
」
と

な
っ
て
い
る
が
、
ず
っ
と
子
孫
の
方
々
が
住
ん
で
居
ら
れ
る
。

塩
野
た
ず
ね
し
を
し
を
と
吾
は
帰
る
な
り

ー
ー
一

門
之
助
か
な

入
口
の
な
き

、

満
拾
一
ケ
年
勤
仕
候
二
付
第
一
種
積
金
贈
与
同
年
同
月
同
日

別
子
鉱
業
所
勤
務
以
来
採
鉱
及
製
錬
業
ノ
進
歩
ヲ
謀
リ
殊
二
四
阪
島
製

錬
所
創
設
二
際
シ
事
務
所
長
又
ハ
詳
長
卜
爲
リ
讐
励
精
能
ク
其
職

責
ヲ
盡
シ
今
ヤ
全
ク
其
竣
エ
ヲ
見
ル
ニ
至
り
タ
ル
段
功
績
最
モ
顕
著
ナ

リ
ト
ス
依
テ
特
二
退
身
慰
労
金
ヲ
増
加
シ
且
ツ
金
盃
壹
個
ヲ
賞
與
ス

明
治
三
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日

目
録

壹
封

退
身
慰
労
金

、

壹
個

盃

、

金

花
月
壹
付

、

」
ル
ー
、
、

たが
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と
い
う
落
首
ほ
ど
機
械
仕
掛
の
家
で
は
な
い
が
、
内
部
を
見
せ
て
頂
く
と
完
全

資
叫弌

家
譜
(
列
士
録
島
根
県
立
図
書
館
所
蓮

塩
野
門
之
助
は
嘉
永
六
(
一
八
五
己
年
七
月
二
十
九
日
生
。
父
鉄
之
丞
が

文
久
二
(
一
八
六
二
)
年
亡
く
な
っ
た
の
で
、
祖
父
(
門
平
改
め
)
園
兵
衛
が

慶
応
三
(
一
八
六
七
)
年
五
月
七
日
死
亡
し
た
の
ち
、
十
五
歳
で
家
督
を
継
い

で
い
る
。
園
兵
衛
以
前
の
こ
と
は
不
明
。
宗
教
は
塩
野
家
は
神
道
だ
そ
う
で
、(

後
ぎ

マ
サ

(
政
?
)

*
元
祖
園
兵
衛

防
災
を
考
え
た
設
計
は
現
在
で
も
う
か
が
わ
れ
る
。

*
元
祖
園
兵
衛
と
(
門
平
改
也
園
兵
衛
と
は

同
一
人
物
か
も
し
れ
な
い
。
詳
細
不
明
。

(
門
平
改
也

園
兵
衛

過
去
帳
は
な
い
と
の
こ
と
。
た
ゞ
し
、
さ
る
と
こ
ろ
に
重
宝
は
秘
藏
さ
れ
て
い

る
と
の
伝
承
も
あ
る
。
左
璽
図
は
令
孫
井
田
康
子
氏
、
曾
孫
野
原
洋
子
氏
の

御
教
示
を
得
て
稿
者
が
作
成
し
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

元
陸
軍
大
佐

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
八
号

鉄
之
丞

菊

面
本
大
八
妹
)

シ
ズ

タ
カ
ン

元
陸
小
中
将

ス
ミ
エ

浦
澄
江

門
之
助

(
千
賀
?
)

チ
カ

死
妻
)

一
九
九
二
年
三
月

野
原
博
起
洋
子

綾
子

豊
和

道
子

ヒ
ロ
キ

1
徳
夫

オ
サ
ム

リ理
佐
工
夫
矣
折
)

ス
テ
キ
ク

捨
菊

コ
フ

1
紬
田明

子
池
田

久
夫

-
B

上
村
耕
作

元
衆
議
員
議
員

(
奈
良
県
選
出
)

太
郎

テ
レ輝

矣
折
)

ミ
ツ
テ
ル

光
輝

康
子

五
五

井
田
完
二

元
北
海
道
斤
内
政
部
R
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塩野門之助氏・蔵書目録1

書名

Prob1色mes de g60m6trie et de trigonometrie

Problemes d ' algebre et exercices de calcul

alg6briQue

Lecons de g60m6trie analytique

E16ments de g6010gie comprenant un lexique

E16ments de mineralogie et de lith010gie

Trait6 616mentaire de physique experimen 、

tale et appliqU6e et de m6t60r010gie

Trait6 de physique?

つ

Briot et Bouquet Delagrave 1878 n゜3

A.Leymerie paul privat 1878 n゜4

A.Leymerie paul privat 1878 n゜ 5

A.Ganot 24 Pages ]870 n゜ 6

Chez l' auteur-6diteur paris

A. Ganot? chez ?marquls

PariS 14 Monsieur-Le-prince

J.・-J. Rousseau, Garnier 1876 n゜8

Alexandre Dun松S, Michel Levy 1864 n、9

Alexandre Dumas, MichelL6Vy 1864 n゜10

Alexandre Dumas, Michel L6Vy 1864 n゜11

J.Racine, chez Lefevre 1838 n゜12

J.Racine, chez Lef6Vre 1838 n゜13

Victor Duruy, Hachette 1870 n゜14

Henry Murger, Michel L6Vy 1869 n゜15

Charles Jourdain, Hachette 1875 n゜16

Crus06 Traduite de l' anglais de

13en捻rdin Bechet つ n゜]フ

P.corneiⅡe, Michel Levy 1868 n゜18

Th. de Beηtzon, Michel L6Vy 1868 n゜19

Carle Ledhuy, MichelL6Vy 1868 n゜20

著者名

Emile ou de l' 6ducation

La comtesse de charny Tome quatrien〕e

La comtesse de charny Tome cinquieme

La comtesse de charny Tome sixieme

OEuvres comP1心tes de J. Racine Tome Premler

OEuvres completes de J. Racine Tome second

Histoire de France Tome second

Le sabot rouge

Notions de philosophie

Aventures de Robinson

Daniel F0巨

Georges Ritt

Georges Ritt

Hache壮e

Hachette

〔315〕

刊行年等

1873

1874

n゜]

n゜ 2

Le menteur

Le roman d ' un n川et

Le capitaine d ' aventures

Maruzen' s standard dictionary?

Metric measures?

En創ish Grammar

1888? Π゜ 23

つ

?

n゜21

n゜ 22

Calofomia state series of scho01

Texte-Books printed at the state printing 0伍Ce

つ

塩
野
門
之
助
事
績
と
資
料
田
中
隆
二

ニ
、
蔵
書
.
鉱
石
及
び
化
石
標
本
・
家
族
並
び
に
友
人
写
真
(
野
原
家
所
蔵
)

五
六
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塩野門之助氏・蔵書目録Ⅱ

Bibliotheque Nationale

番号書名

n゜ 55

n゜ 56

n゜ 57

Memoires de Beaumarchais Tome l 13eaumarchais
M6moires de Beaumarchais Tome 111 13eaumarchais

OEuvres choisies de BOU伺ers BOU田el'S

OEuvres comiques Tome 11 et dernier Cyrano de BergeTac
L' art p06tique B0Ⅱeau

Le diable amoureux Jacques cazotte
Chefs-d ' oeuvre de l^ierre corneiⅡe Pierre corneiⅡe
Chefs d ' oeuvre de l)aul-Louis courier Tome paul-Louis couriel・
LettreS 6Crites de FI、ance et d '1talie P.-L. couriel、
De La R6Publique Ciceron
L' Enfer Tome Ⅱ Dante

Discours sur la m6thode Descartes
Le vieux celibataire Colin D' Harievi11e

Romans et contes Tome Ⅱ Diderot

Traduction des Maximes d ' Epictete Epictete
Faust Goethe

Galat6e, Este11e Florian

Dialogues des morts FonteneⅡe

Le ministre de Nvalくefield Tome 11 Goldsmith

Traite de L' Esprit Tome 11 He]V6tius

L' odyssee 'rraduction de Bitaub6 Tome l H01116re
P06Sie d ' Horace l'ome l Horace

Satires de Juvenal JUV6nal
Cal'act6res 'rome l La Bruy61'e
1〕aroles d ' un cR)yant Lan)ennais

1"ivl'e du l〕euple La】nennais

Maximes et R6aexi0口S m01'ales 1"a Rochcfoualuld
Le diable boiteux Tome l 1"e sage
Le Bachelier de salamanque Tome l Le sage
Gil Blas Tome Ⅱ1 Lc sage
Des droits et des daやirs du citoyen Mal'1y
Les lncas Tome 11 Mam]ontel

Tableau de paris Tome Ⅱ 八lercier

M6tam01'phoses Tome l Ovide

M6tamorphoses Tome 111 Ovide

Vie de cesar TI、aduction de Ricard Plutarque
Manon Lescaut Prevost

Histoire d ' Alexandre-Le-Grand Tome l Quh]te-curce
OEuvres de Francois Rabelais Tome n F始n90is Rabelais
Le 16gataire universel Regnard
M6moires de Madame Roland Tome lv Madame Roland
Confessions Tome l -J. Rousseau
EmⅡe ou de l'education Tome l -J. Rousseau
Emile ou de l' education Tome lv -J. Rousseau
De l'in6g且Ⅱt6 Pamliles hommes -J. Rousseau
Conjuration de catⅡina Sa11Uste

Le roman comique Tome Ⅱ Scal'ron

Les joyeuses comm6res de windsor Shalくespeare
Moeurs des Germains vie d ' agTicola Tacite

La dime royale Vauban
L' En6ide Tome n Virgile
L' Homme aux quarante 6CUS Voltaire
Mahomet Voltaire

Nouveau Guide de conversarions Modernes C. et H. witcomb

en h'ancais et en anglais, paris, Baudry, Librairie EueoP6enne

絵本西遊記編集人手塚盛寿翻刻出版人井上真兵衞
明治20年9月出版日本橋区呉服町7番地井上直七方同居
夢想兵衞胡蝶物語曲亭馬琴著明治W年7月出版春陽堂
妙竹林話・七偏人初編巻之上梅亭金が編次酔多道士笑評
明治17年2月出版定価金80銭

刊行年等

,1

C011ection des meiⅡeul's auteurs anciens et modemes

Paris, Librairie de ]a Bib]ioth6(1Ue Nationale

1882

1880

]882

1882

W別

]884

]876

1884

1882

1883

1883

1882

]883

1883

]883

]87フ

]881

1883

1883

1880

1884

]883

]883

1884

]884

1883

1884

]884

1882

]884

]881

1884

]884

]884

1883

1866

1883

W別

1884

1882

1883

]883

]884

]884

]884

1884

1883

1884

1883

1883

1884

1883

1883
?

n゜ 12

Π゜ 13

n゜ N

n゜]5

n゜]6

n゜]フ

1]゜ 18

1〕゜ 19

n゜ 20

n゜ 21

n゜ 22

n゜ 23

n゜ 24

n゜ 25

If 26

n゜ 27

n゜ 28

n゜ 29

n゜ 30

n゜31

n゜ 32

n゜ 33

n゜ 34

n゜ 35

n゜ 36

n゜ 37

n゜ 38

n゜ 39

n゜ 40

n゜41

n゜ 42

n゜ 43

n゜ 44

n゜ 45

n゜ 46

n゜ 47

n゜ 48

n゜ 49

n゜ 50

n゜ 5]

n゜ 52

n゜ 53

n゜ 54

著者名

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
八
号

]
]

O
n
 
。
n

五
七

O
n
 
。
n
 
o
n
 
0
Π
。
n
 
o
n
 
。
n
 
o
n
 
。
n

ブ
ブ



黄銅鉱 黄銅鉱+石英 金鉱

アラレ石シダ植物の葉の化石

レピドデンドロン

カキ化石アンモナイト化石

塩
野
門
之
助
事
紙
と
資
料

田
中
隆
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塩
野
門
之
助
事
績
と
資
料

三
、
海
外
渡
航
証
・
書
簡
・
参
考
文
献
(
住
友
史
料
館
所
藏
)

海
外
渡
航
証
は
本
文
中
に
転
載
ず
み
。
書
簡
の
コ
ピ
ー
は
今
回
間
に
合
わ
ず

本
稿
に
は
一
っ
を
除
き
転
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
住
友
史
料
館
に
在
る
。
参
考

文
献
は
多
数
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
左
記
の
図
書
が
住
友
史
料
館
に
存
在
す
る

こ
と
は
、
川
崎
英
太
郎
氏
よ
り
教
示
を
得
て
い
る
。

一
、
別
子
開
坑
二
百
五
十
年
史
話
昭
和
M
年
住
友
本
社
刊

昭
和
郭
年
住
友
修
史
室
刊

一
、
半
世
物
語

一
、
住
友
リ
子
鉱
山
1
・
1
平
成
三
年
住
凡
金
器
山
株
式
会
1
刊

一
、
古
河
市
兵
衛
翁
傳
大
正
巧
年
古
河
合
名
会
社
内
五
日
会
刊

一
、
〔
古
河
鉱
業
〕
創
業
一
 
0
0
年
史
昭
和
肌
年
古
河
鉱
業
刊

田
中
隆
二

お
わ
り
に

稿
者
は
拙
著
『
松
江
と
フ
ラ
ン
ス
Π
』
の
「
お
わ
り
に
」
で
、
「
も
し
可
能

資
料

で
あ
れ
ば
、
中
村
元
編
『
「
日
本
最
初
の
建
築
家
」
山
口
半
六

.

覚
え
書
 
1
」
の
よ
う
な
冊
子
を
そ
れ
ぞ
れ
の
子
孫
の
方
が
先
祖
の
フ
ラ
ン

ス
学
列
士
の
た
め
に
作
成
す
る
こ
と
を
」
提
案
し
た
。
塩
野
家
の
子
孫
の
御
協

力
を
得
て
、
曲
り
な
り
に
も
本
稿
が
作
成
で
き
た
こ
と
は
、
念
願
の
一
つ
が
叶

え
ら
れ
た
の
で
、
稿
者
も
大
変
喜
ば
し
く
思
っ
て
い
る
。
た
だ
、
稿
者
が
魯
鈍

な
た
め
に
、
塩
野
門
之
助
令
孫
野
原
綾
子
氏
に
こ
れ
を
見
て
頂
け
な
く
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
残
念
で
あ
る
。
綾
子
氏
は
今
年
七
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
。
曾
孫

野
原
洋
子
氏
が
御
母
堂
の
遺
志
を
継
い
で
、
多
く
の
資
料
を
稿
者
に
貸
与
し
て

下
さ
っ
た
の
で
、
ど
う
に
か
こ
の
よ
う
な
形
の
も
の
が
日
の
目
を
み
る
こ
と
に

な
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
資
料
を
す
べ
て
有
効
に
し
得
て
い
な
い
の
で
、
稿
者
は

洋
子
氏
に
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に
本

稿
の
「
補
遺
」
を
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
契
機
に
他
の
フ

ラ
ン
ス
学
列
士
の
関
係
者
の
方
々
が
、
御
叱
正
と
共
に
稿
者
に
一
層
の
御
教
示

.

御
協
力
を
惜
し
ま
れ
な
い
こ
と
を
切
望
し
た
い
。
多
く
の
方
の
御
賛
同
と
激
励

が
あ
っ
て
こ
そ
、
こ
の
種
の
試
み
は
実
を
結
ぶ
も
の
と
稿
者
は
考
え
て
い
る
。

付
記

資
料
の
う
ち
、
友
人
に
つ
い
て
は
、
氏
名
や
塩
野
門
之
助
と
の
交
友
関
係
が

確
認
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
調
査
に
ょ
っ
て
、
そ
う
し
た
こ
と
は
明
ら
か
に

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
資
料
の
散
逸
を
防
ぐ
と
共
に
、
情
報
も
得
た
い
の
で
、

不
備
に
も
拘
ら
ず
掲
載
さ
せ
て
頂
く
。
尚
、
こ
の
ほ
か
、
住
所
録
フ
ラ
ン
ス

人
か
ら
の
手
紙
一
通
、
葉
室
旦
枚
、
島
河
実
氏
か
ら
の
手
紙
が
一
通
あ
る
。

注
①
佐
々
木
正
勇
「
明
治
期
、
あ
る
技
術
者
の
軌
跡
」
(
『
住
商
ニ
ユ

ス
血
袷
特
集
日
本
も
か
つ
て
は
発
展
途
上
国
だ
っ
た
』
一
九
八
五
年
五

月
住
友
商
事
株
式
会
社
宏
報
室
十
八
ペ
ー
ジ
)

注
②
正
井
儀
之
丞
早
川
仲
編
「
雲
藩
職
制
付
録
」
(
『
雲
藩
職
制
』

歴
史
図
書
昭
和
五
十
四
年
七
月
三
十
日
発
行
二
五
三
ペ
ー
ジ
S
二
五
四

ペ
ー
ジ
)

注
③
(
玲
)
・
(
N
)
は
原
文
の
注
を
示
す
数
字
。
「
?
・
」
は
稿
者
が
付
け

た
も
の
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
松
江
と
フ
ラ
ン
ス
Π
お
雇
い
フ
ラ
ン

ス
人
教
師
の
教
え
子
達
(
松
江
フ
ラ
ン
ス
学
列
士
録
)
』
(
『
ふ
る
さ
と
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
』
 
N
 
企
画
日
本
科
学
者
会
議
島
根
支
部
一
九
九
0
年
十
一
月

十
一
日
発
行
た
た
ら
書
房
)
注
(
松
)
・
(
迅
を
姦
さ
れ
た
い
。

ナ
ナ
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注
④
佐
々
木
正
勇
「
鉱
山
技
師
塩
野
門
之
助
(
上
)
 
1
 
住
友
派
遣

の
フ
ラ
ン
ス
留
学
生
 
1
」
(
『
史
叢
』
第
三
十
九
号
一
九
八
七
年
七
月

日
本
大
学
史
学
会
)
四
ペ
ー
ジ
及
び
注
(
H
)
。
前
掲
拙
著
『
松
江
と
フ
ラ
ン

ス
Π
』
十
八
ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

注
⑤
前
掲
佐
々
木
正
勇
「
鉱
山
技
師
塩
野
門
之
助
(
上
)
」

注
⑥
中
村
稲
造
著
『
澁
川
忠
二
郎
翁
傳
』
(
非
賣
品
)
昭
和
十
三
年
八
月

十
五
日
発
行
印
刷
所
文
祥
堂
。
尚
、
発
行
者
・
高
木
貞
衛
氏
は
忠
二
郎
夫

人
千
枝
子
刀
自
の
実
兄
で
あ
る
。
こ
の
『
傳
記
』
八
頁
に
は
、
明
治
六
年
以
前

に
、
塩
野
門
之
助
が
上
京
し
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
ぃ
る
。

注
⑦
『
資
料
御
雇
外
国
人
』
(
昭
和
五
十
年
五
月
一
日
小
学
館
編
者

.

ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
四
五
三
ペ
ー
ジ
)

こ
よ

ラ
ロ
ク

〔
ル
イ
ー
〕
〔
国
籍
〕
仏
〔
雇
主
雇
期
間
〕
大
阪
府
下
住
友
吉
左
衛
門
代
理
広

瀬
宰
平
〔
備
き
「
右
は
愛
媛
県
下
伊
予
国
宇
摩
郡
別
子
鉱
山
為
検
査
順
路
攝

播
三
備
よ
り
淡
阿
讃
予
九
ケ
国
通
行
之
儀
願
出
聞
届
候
条
往
返
道
筋
無
故
障

相
通
可
申
事
」
(
外
務
省
、
七
年
一
月
二
十
四
旦
〔
出
典
〕
外
八
と
あ
る
。

ま
た
、
給
与
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
正
勇
前
掲
「
鉱
山
技
師
塩
野
門
之
助

(
上
)
」
五
ペ
ー
ジ
に
「
ラ
ロ
ッ
ク
の
月
給
は
洋
銀
六
0
0
弗
で
、
こ
れ
に
対

し
て
、
当
時
住
友
第
一
の
高
給
者
で
あ
っ
た
広
瀬
が
月
給
一
 
0
0
円
、
塩
野
が

二
五
円
で
あ
っ
て
、
そ
の
待
遇
は
工
部
省
お
雇
い
の
フ
ラ
ン
ス
人
鉱
山
技
師
コ

ワ
ニ
エ
(
八
0
0
円
)
や
ム
ー
シ
ェ
(
七
0
0
円
)
に
次
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

.

注
⑧
次
に
掲
載
の
海
外
渡
航
証
に
ょ
る
と
好
藏
、
『
住
友
別
子
鉱
山
史

(
上
巻
)
』
(
住
友
鉱
山
株
式
会
社
編
平
成
三
年
五
月
九
日
発
行
三
五
八

ペ
ー
ジ
)
に
ょ
る
と
芳
藏
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
明
治
九
年
四
月
十
日
付
書

状
で
は
好
造
と
な
っ
て
い
る
。
よ
し
ぞ
う
と
読
む
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

注
⑨
前
掲
『
住
友
別
子
鉱
山
史
』
三
五
五
ペ
ー
ジ
に
ょ
る
と
、
明
治
八

年
十
二
月
二
十
三
日
、
ラ
ロ
ッ
ク
は
神
戸
を
出
港
し
て
帰
国
の
途
に
つ
ぃ
て
い

る
0
 
ま
た
、
ラ
ロ
ツ
ク
解
雇
の
理
由
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
「
①
一
時
に
巨

額
の
資
本
を
要
す
る
こ
と
。
②
官
営
鉱
山
の
失
敗
の
前
例
を
踏
ま
な
い
こ
と
。

③
高
給
を
出
し
て
長
期
間
雇
用
す
る
こ
と
は
、
直
接
的
に
個
人
経
済
上
、
間
接

的
に
は
国
家
経
済
上
(
外
貨
の
流
失
・
技
術
者
の
養
成
な
ど
)
大
い
に
不
利
益

で
あ
る
こ
と
。
」

一
方
、
塩
野
門
之
助
及
び
増
田
好
造
(
一
方
藏
)
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
派
遣
に
つ

い
て
は
、
次
の
よ
う
に
、
三
五
八
ペ
ー
ジ
で
述
べ
ら
れ
て
ぃ
る
。
「
塩
野
は
ラ

ロ
ツ
ク
の
通
訳
と
し
て
雇
わ
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
ラ
ロ
ッ
ク
と
と
も
に

鉱
山
を
視
察
し
、
そ
の
目
論
見
書
を
翻
訳
す
る
う
ち
に
鉱
山
技
術
に
興
味
を
覚

え
、
ま
た
製
錬
技
術
を
翻
訳
で
き
な
か
っ
た
悔
し
さ
か
ら
、
何
と
し
て
も
こ
れ

を
解
決
し
た
.
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
塩
野
は
ラ
ロ
ッ
ク
の
帰
国
を
機
会

に
「
欧
米
行
ノ
儀
申
出
」
と
、
外
国
留
学
の
件
を
広
瀬
に
直
接
上
申
し
た
と
こ

ろ
、
広
瀬
も
大
賛
成
で
「
一
決
ノ
上
聞
届
ケ
」
ら
れ
た
。
明
治
八
年
十
二
月
十

四
貝
広
瀬
は
大
西
別
子
支
配
人
あ
て
の
書
状
で
、
「
藷
合
中
(
別
子
職
員
)

之
内
一
名
塩
野
氏
卜
同
行
、
航
海
前
後
三
ケ
年
之
間
修
行
為
致
申
度
勿
論
鉱

山
鎔
解
術
之
学
事
二
候
」
と
製
錬
技
術
を
修
得
さ
せ
る
こ
と
に
な
み
な
み
な
ら

ぬ
意
欲
を
見
せ
た
。
塩
野
の
同
行
者
に
は
増
田
芳
藏
が
適
任
で
は
な
い
か
と
推

薦
し
、
明
治
九
年
四
月
両
人
を
フ
ラ
ン
ス
へ
派
遣
し
た
の
で
あ
っ
た
。
」

注
⑩
川
崎
英
太
郎
「
塩
野
門
之
助
フ
ラ
ン
ス
留
学
時
の
害
簡
に
つ
ぃ
て
」

(
住
友
修
室
報
第
七
号
(
昭
和
五
十
年
七
月
)
三
0
ペ
ー
ジ
。

注
⑪
前
掲
川
崎
英
太
郎
.
「
塩
野
門
之
助
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
時
の
書
簡
に
つ

六
七

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
八
号

一
九
九
二
年
三
月
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塩
野
門
之
助
事
績
と
資
料
田
中
隆
二

い
て
」
三
0
ペ
ー
ジ
S
三
十
一
ペ
ー
ジ

注
⑫
塩
野
門
之
助
の
書
簡
は
前
掲
『
澁
川
忠
二
郎
翁
伝
』
に
其
一
(
明
治

九
年
八
月
一
日
巴
里
よ
り
1
原
文
仏
文
)
、
其
二
(
明
治
十
年
二
月
十
三
日

巴
里
よ
り
)
、
其
三
(
明
治
十
二
年
一
月
二
十
日
サ
ン
ー
テ
テ
ィ
エ
ヌ
よ
り
)

の
三
通
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
通
以
外
に
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
0

澁
川
家
を
た
ず
ね
あ
て
た
い
と
い
う
稿
者
の
想
い
は
、
こ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、

一
層
つ
の
る
の
で
あ
る
。

注
⑬
前
掲
『
住
友
別
子
鉱
山
史
』
三
八
四
ペ
ー
ジ
。

注
⑭
同
右
三
九
五
ペ
ー
ジ
。

注
⑮
同
四
ご
二
ペ
ー
ジ

注
⑯
前
掲
矢
部
兵
之
助
「
松
江
中
学
の
二
本
松
と
旧
主
塩
野
門
之
助
」
六

0
 
゛
 
0

注
⑰
前
掲
佐
々
木
正
勇
「
鉱
山
技
師
塩
野
門
之
助
(
下
)
」
二
七
ペ
ー

ジ
。

注
⑱
同
右
ニ
ハ
ペ
ー
ジ
。

注
⑲
同
二
九
ペ
ー
ジ
。

注
⑳
井
田
康
子
氏
談
。
尚
、
同
氏
は
チ
カ
?
の
娘
ス
テ
キ
ク
と
上
村
耕
作

氏
の
間
に
生
ま
れ
た
末
子
(
但
し
長
女
)
で
あ
る
。
塩
野
門
之
助
唯
一
現
存
の

令
孫
で
あ
る
。
稿
末
塩
野
家
の
家
曹
同
氏
の
教
示
に
ょ
り
稿
者
が
補
っ
た
0

注
⑳
前
掲
矢
部
兵
之
助
「
松
江
中
学
の
二
本
松
と
旧
主
塩
野
門
之
助
」
九

0
 
゛
 
0

注
⑳
前
掲
『
住
友
別
子
鉱
山
史
(
上
)
』
四
五
四
ペ
ー
ジ

注
⑳
前
掲
矢
部
兵
之
助
論
稿
一
 
0
ペ
ー
ジ
。

注
⑳
木
本
正
次
『
四
阪
島
(
上
)
公
害
と
そ
の
克
服
の
人
間
記
録
』
(
講

談
社
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
二
十
日
三
八
S
三
九
ペ
ー
ジ
J
 
『
伊

庭
貞
剛
物
語

住
友
近
代
化
の
柱

』
(
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
昭
和
六

十
一
年
五
月
三
十
日
二
六
三
S
二
六
五
ペ
ー
ジ
J

注
⑳
前
掲
『
住
友
別
子
鉱
山
史
(
下
)
』
十
七
ペ
ー
ジ
。

注
⑳
前
掲
佐
々
木
正
勇
「
鉱
山
技
師
塩
野
門
之
助
(
下
)
」
三
五
ペ
ー

ジ
。

六
＼

注
⑳
前
掲
矢
部
兵
之
助
「
松
江
中
学
の
二
本
松
と
旧
主
塩
野
門
之
助
」
十

五
ペ
ー
ジ
0
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